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文部科学大臣表彰受賞

小中一貫校で進めるキャリア教育

今日が楽しく明日が待たれる大王谷学園

宮崎県日向市立大王谷学園
併設型小中一貫校



数年前までは…

一人前の社会人、職業人
に成長できるか心配

不登校・不登校傾向の
生徒の大幅な減少

非行等問題行動を
起こす生徒が
いなくなる。

全生徒高校に進学

一人前の社会人、職業人
に成長できることが

期待できる

現在は…

不登校・不登校傾向の
生徒の増加

非行等問題行動を
起こす生徒の増加

高校に進学できない
生徒の増加



一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることをとおして、
キャリア発達を促す教育
一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることをとおして、

キャリア発達を促す教育

中央教育審議会の定義づけ

キャリア教育とは、子どもを

「一人前の社会人・職業人」
「一人前の地域人」
「一人前の家庭人」

に育てる教育
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「子どもと社会をつなぐ」 「学校と社会をつなぐ」「子どもと社会をつなぐ」 「学校と社会をつなぐ」



キャリア教育の3つの取組

〇 あいさつ・返事、後始末、家の手伝い、立腰
〇 早寝・早起き・朝ごはん

よい生活習慣を身に付けさせる取組

〇 日向市キャリア教育
支援センター

・「よのなか先生」の活用

〇 地域人材の活用

〇 授業改善
・子供一人一人の理解度を1単位時間の授業の中で

評価し、定着や習熟を図る時間の確保

〇 地域人材の活用
・はげまし隊(数学)

〇 日向市教育委員会の支援
・出前授業、花まる先生(算数)

児童生徒児童生徒

学力をつける取組
地域の人から学ぶ取組





地域の人から学ぶ取組
核となる体験活動

６年生
地域の福祉

３年生
地域の祭り

４年生
地域のブランド

５年生
地域の産業〈細島港〉

８年生
１４歳のよのなか挑戦

７年生
職業人取材学習

９年生
よのなか教室

１年生
ひろがれえがお

２年生
レッツゴー町たんけん



７ これからの地域人として

４ 作戦会議３ 私たちにできること

６年生の実践 大王谷の福祉を考えよう

２ 地域を知ろう(地域調査）１ 福祉を知ろう

６ 地域への福祉活動報告５ 地域をよくし隊

学んだ知識や技能を活かして活動する

社会に貢献する活動の中で体験的に学ぶ 一
人
前
の
地
域
人
と
し
て

できることを主体的に考え、行動する力



７年生が学びの先輩として参加

し、助言や気づき・感想を伝える
ことで、学びの“つながり”“深
まり”“ひろがり”がみられた。

8

７年生からの助言や感想をもとに新たな気づきをまとめる
ことができた。
７年生からの助言や感想をもとに新たな気づきをまとめる

ことができた。

新たな取組を進める上で、７年生に
相談し、アドバイスをもらえた。児

童
生
徒

つながり

初等部児童と中等部生徒とのつながり
（福祉の学習をとおして）



９年生

自己

社会人にインタビュー

職業人取材学習

社会体験学習

１４歳のよのなか挑戦 多様な考え方、生き方に学ぶ

よのなか教室

主
体
的
進
路
選
択



職業人取材学習
１ 社会で働いている現場で
２ 直接話を聞き
３ その人のものの見方や考え方に触れながら
４ 自分の疑問を解決する

よのなか教室
１ 社会人が真剣に語る考え方や生き方を聞き
２ 自己の考え方や生き方と比較しながら
３ 自分自身の「今」と「これから」について
４ 気づき、悩み、考えていく

１４歳のよのなか挑戦
１ 単なる職業体験ではなく
２ 可能な限り現実的な体験をし
３ 働く目的や意義を理解し
４ 現在の学習が社会に通じることに気づき
５ 一人前の社会人を目指す

学 校

キャリア教育支
援センター

日向商工会議所

保護者 協力事業所の会

体験の例

保育施設の場合
○ 早番で、早朝からの園児の受入を体験
○ 遅番で、園児の迎えや保護者とのやりとりを体験

ホテルの場合
○ チェックインの多い夕刻に合わせて体験

菓子店の場合
○ 試食品の製造と店頭販売

連
携

１４歳のよのなか挑戦



Ｈ２９ １４歳のよのなか挑戦 事後アンケート
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自分のためになった

中学での学習・体験は社会にも通じる

思わない 思う

社会に出るまでに身に付けておきたいこと

□ 基本的生活習慣（あいさつ、返事、言葉づかい、正しい身なり）
□ コミュニケーション能力
□ 行動力
□ 気配りができる心や思いやりのある行動
□ 笑顔や明るさ
□ チームワークを考えた言動
□ 学力
□ 判断力、適応力、臨機応変に対応できる力
□ 自主性

○ 集中力
○ 体力
○ 機敏さ
○ 想像力
○ 計画性
○ 後始末できる力
○ 説得力のある話し方
○ 誇り
○ 責任感

思わない

思う

思う

思わない



これからの展望

「一人前の社会人・職業人」「一人前の地域人」「一人前の家庭人」に

これからの社会に求められる資質や能力
ついて一層明確にする。

明確にした資質や能力を社会と共有する。

社会と連携しながら子供を育てる。


